
リクルーティング先としてのポテンシャル
ロシアはSTEAM教育を受けた優秀な学生が多く、勤勉で海外志向が強い。日本の文化や社会
に関心を持つ文系の他、日本の先端技術へ強い憧れを持つ理工学系、医科学系の学生も多い
CIS地域は識字率99％以上で年少人口の増加に伴う高等教育へのニーズが高い。アジアと
ヨーロッパの狭間で培われた多様性はグローバル人材としてのポテンシャルを備えている

事務担当：
北海道大学 国際部国際連携課 電話 011-706-2189

E-mail： collabo@oia.hokudai.ac.jp
筑波大学 国際室 電話 029-853-2029

E-mail： studyinjapan-cis@un.tsukuba.ac.jp
新潟大学 留学交流推進課 電話 025-262-6935

E-mail： studyinjapan@ge.niigata-u.ac.jp

Study in Japan Global Network Project – Russia and CIS Countries –
日本留学海外拠点連携推進事業（ロシア連邦・CIS地域）

活動の概要
1. 日本留学に関する情報の効果的な発信

SNSやWebページを活用した情報発信
2. 地域の特性に合わせたリクルーティング活動
日本留学フェア、学校訪問

3. 留学後の就職等キャリアパスを含めた体系的支援
企業等と連携した留学イベントの開催

4. 在外公館とも連携した帰国留学生のネットワーク構築、
オールジャパン体制による広報･リクルーティング
帰国報告会及び就職支援のための相談会の企画実施ほか
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ロシア連邦・CIS地域における
採択３大学の拠点及び協定校・
連携先

…拠点

…協定校・連携先

ロシア 留学フェア（主催・共催 2018年～2021年）
対面式 於モスクワ、サンクトペテルブルク、カザン、クラスノヤ
ルスク、ウラジオストク、ハバロフスク、ユジノサハリンスク

7都市 9回
来場者数 約2,185名

オンライン
2020年11月、2021年2月、3月、6月、12月

5回
来場者数 約1,195名

ロシア キャリア支援オンラインイベント（2021年～2022年2月）

マンスリーオンラインイベント《日本留学と就職》
（2021年４月～2022年2月 計11回開催）
第1部で留学関連、第2部で日本企業や就職に関する一般情報を提供。
留学に関するQ&A、日本語講座と併せ日本企業の特徴や日本人のメンタリ
ティを学ぶセミナー。

講師、留学経験者等
計 25名
視聴者数 498名

業界研究セミナー（2021年11月、2022年2月）
学生と企業の交流の場を創出し相互理解の促進を図るセミナー。日本企業の
特色、業界の特徴・動向、企業が求める人材像等について企業が直接説明。

企業、地方自治体、外郭団体等
計 11機関
視聴者数 約1,195名

CIS地域 留学フェア（主催・共催 2018年～2021年）
対面式 於アゼルバイジャン（バクー）、キルギス（ビシュケク）、
カザフスタン（アスタナ、アルマトイ）、モルドバ（キシナウ）、
ウズベキスタン（タシケント）

5カ国6都市 12回
来場者数 約2,680名

オンライン 2021年6月（アゼルバイジャン、ウズベキスタン、カ
ザフスタン、キルギス、ベラルーシ、モルドバ）、8月（ウズベキ
スタン）、11月（キルギス、カザフスタン）

6カ国対象 3回
来場者数 約3,946名

ロシア・CIS地域 学校訪問（2018年～2022年）名門校での留学希望者獲得
対面式
ロシア 於モスクワ、サンクトペテルブルク、カザン、ノボシビル
スク、ユジノサハリンスク、ウラジオストク
CIS地域 於キルギス（ビシュケク）、カザフスタン（アスタナ、
アルマトイ、シムケント、ヌル・スルタン）、ウズベキスタン（タ
シケント）、アゼルバイジャン（バクー）

5カ国13都市
訪問学校数 58校

オンライン ロシア 於サハリン、ハバロフスク
CIS地域 於カザフスタン（アルマトイ）、キルギス（ビシュケ
ク）、ウズベキスタン（タシケント）、アゼルバイジャン（バ
クー）

5カ国６都市 7回
参加者数 244名
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